
で し た 。　
そ の 後 、 こ の 土 地 に は

「 ジ ョ イ フ ル 本 田 」 さ ん や「 コ ス ト コ 」 さ ん な ど に 立地 い た だ い て 、 未 処 分 地 は現 在 ７

 

h aの み と な っ て お

り 、 大 変 な 賑 わ い を 見 せ てお り ま す 。　
２ 年 間 と い う 短 い 期 間 で

し た が 、 県 の 大 き な プ ロジ ェ ク ト に 関 わ る こ と が でき ま し た 。 大 変 で し た が 、非 常 に 有 意 義 だ っ た と 思 って お り ま す 。　
時 が 経 ち 、 平 成

2 4年 ７

月 、 私 は 土 地 開 発 公 社 の 理事 長 に 就 任 し ま し た （ 開 発公 社 と 兼 務 ）  。 １ 年 後 、 今度 は 東 関 東 自 動 車 道 の 用 地取 得 に 携 わ る こ と に な り まし た 。　
潮 来 イ ン タ ー か ら 鉾 田 イ

ン タ ー ま で の 区 間 、 約

3 0・

９ ㎞ に つ い て は 、 国 の 直 轄事 業 で す 。 こ の 整 備 を 促 進す る た め 、 ３ 年 間 で 約

8 0億

円 の 用 地 取 得 業 務 を 土 地 開発 公 社 が 受 託 す る こ と にな っ た の で す 。 さ っ そ く 、北 関 道 同 様 、 県 お よ び 地 元

思 い ま し た 。　
２ 点 目 は 、 県 施 行 の 常 陸

那 珂 土 地 区 画 整 理 事 業 で 整備 し た 保 留 地 を 、 県 の 要 請を 受 け 土 地 開 発 公 社 が 引 き受 け た こ と で す 。 バ ブ ル 崩壊 の 影 響 を 受 け 、 民 間 へ の保 留 地 処 分 が 難 し く な っ たの で 、 代 わ り に 土 地 開 発 公社 が 引 き 受 け 、 早 期 の 事 業収 束 を 図 る こ と に な っ た ので す 。 面 積

5 5・ ９

 

h a、 約

１ ９ ７ 億 円 の 大 き な 買 い 物

潮 来 市 、 行 方 市 、 鉾 田 市 から 職 員 を 派 遣 し て い た だき 、  「 東 関 東 自 動 車 道 用 地室 」 を 立 ち 上 げ ま し た 。　
は じ め の 頃 は 、 期 間 内 に

　
こ の 直 轄 施 行 区 間 約

3 1㎞

に つ い て 、 平 成

2 4年 ３ 月 に

国 か ら 県 お よ び 地 元 潮 来市 、 行 方 市 、 鉾 田 市 に 事 業促 進 の 協 力 依 頼 が あ り ま した 。 県 と ３ 市 で 協 議 し 、 県の 土 地 開 発 公 社 を 活 用 し て県 と 市 が 一 体 と な り 、 一 括し て 受 託 す る ほ う が 効 率 的で 、 円 滑 に 用 地 取 得 を 進 める こ と が 可 能 で あ る と の 結論 に 至 り 、 ３ 年 間 で 総 額

8 0

億 円 の 用 地 取 得 事 務 を 、 土

ま で の 約 ２ ㎞ と 、 茨 城 空 港北 Ｉ Ｃ か ら 茨 城 町 Ｊ Ｃ Ｔ まで の 約 ９ ㎞ が 開 通 し 、 鉾 田Ｉ Ｃ か ら 茨 城 空 港 北 Ｉ Ｃ まで の 約 ９ ㎞ 区 間 は 、 東 日 本高 速 道 路 ㈱ に よ っ て 用 地 買収 が 進 め ら れ て い ま し た 。さ ら に 、 潮 来 Ｉ Ｃ か ら 鉾 田Ｉ Ｃ ま で の 約

3 1㎞ 区 間 に つ

い て は 、 直 轄 施 行 区 間 と して 国 （ 常 総 国 道 事 務 所 ） が用 地 測 量 を 実 施 し て い ま した 。

　
私 は 平 成

2 4年 ４ 月 か ら ２

年 間 、 参 事 兼 公 共 用 地 室 長と し て 土 地 開 発 公 社 に 出 向し て い ま し た 。　
当 時 、 東 関 東 自 動 車 道 水

戸 線 は 茨 城 県 内 約

5 1㎞ の う

ち 、 千 葉 県 境 か ら 潮 来 Ｉ Ｃ

地 開 発 公 社 が 受 託 す る こ とに な っ た の で す 。　
土 地 開 発 公 社 に 着 任 し て

す ぐ 、 国 お よ び 県 と の 調 整を 始 め る と と も に 、 次 年 度か ら の 用 地 買 収 に 向 け た 体制 整 備 を 進 め ま し た 。 組 織を 拡 充 し 、 新 た に 東 関 道 の用 地 取 得 事 務 専 属 の 組 織 とし て 、 東 関 東 自 動 車 道 用 地室 を い こ い の 村 涸 沼 に 設 置す る こ と に し ま し た 。 現 地ま で の 距 離 が 短 縮 さ れ る こと 、 執 務 室 ・ 会 議 室 ・ 駐 車場 等 の 必 要 な ス ペ ー ス が 確保 で き る こ と 、 賃 料 等 運 営コ ス ト が 縮 減 さ れ る こ と など か ら 、 県 開 発 公 社 理 事 長

　
茨 城 県 土 地 開 発 公 社 は

「 公 有 地 の 拡 大 の 推 進 に 関す る 法 律 （ 公 拡 法 ）  」 を 設立 根 拠 と し て 、 平 成 ２ 年 ４

応 し ま し た 。 用 地 実 務 の 勉強 会 を 行 い 、 公 団 が 行 う 事業 説 明 会 、 境 界 立 会 い 、 用地 補 償 説 明 会 に は 、 道 路 建設 課 と 一 緒 に 必 ず 同 席 し まし た 。　
地 権 者 の 皆 様 か ら は 、

色 々 な 条 件 は 出 さ れ ま し たが 、  用 地 買 収 は 順 調 に 進 み 、ま と ま っ た と こ ろ か ら 公 団が 工 事 に 着 手 し て い っ た ので す 。 こ の 区 間 の 早 期 供 用の お 役 に 立 て て 良 か っ た と

ま す 。 私 は こ の 土地 開 発 公 社 と は 、設 立 時 か ら 長 い 付き 合 い が あ り ま した 。　
設 立 当 時 、 私 は

都 市 計 画 課 に おり 、 道 路 建 設 課 と一 緒 に 許 可 手 続 に必 要 な 事 業 計 画 づく り な ど に 関 わ りま し た 。 平 成 ４ 年４ 月 か ら ２ 年 間 、土 地 開 発 公 社 の 用地 建 設 部 用 地 課 長を 務 め ま し た 。

　
い ろ い ろ な 業 務 に 携 わ り

ま し た が 、 当 時 の 特 に 思 い出 深 い ２ 点 の こ と に つ い てお 話 し た い と 思 い ま す 。　
１ 点 目 は 、 北 関 東 自 動 車

道 の 水 戸 南 イ ン タ ー か ら 友部 イ ン タ ー ま で 約

2 1・ ７ ㎞

区 間 の 用 地 取 得 業 務 を 、 道路 公 団 か ら 土 地 開 発 公 社 が受 託 し た こ と で す 。 大 急 ぎで 県 、 水 戸 市 、 茨 城 町 、 友部 町 か ら 職 員 を 派 遣 し て いた だ き 、 組 織 を 拡 充 し て 対

入 る こ と と な り 、 最 初 に 全地 権 者 を 対 象 と し た 全 体 説明 会 を 実 施 し 、 そ の 後 、 地区 単 位 で 用 地 補 償 説 明 会 、補 償 相 談 会 、 契 約 会 を 行 い個 別 対 応 に 進 む こ と と し まし た 。　 「 補 償 説 明 会 の 開 催 単 位は 集 落 の 関 係 性 が 重 要 で ある か ら 、 地 元 の 市 と 十 分 協議 し て 進 め る こ と 。 開 催 日時 は 平 日 の 夜 と 、 平 日 に 来ら れ な い 方 の 対 応 と し て 土日 の 昼 間 に 開 催 す る こ と 。説 明 者 は ス テ ー ジ 等 を 使 用せ ず 、 地 権 者 と 同 じ 目 線 にな る よ う 留 意 す る こ と 」 など 理 事 長 の 助 言 に よ り 、 きめ 細 か い 気 配 り で 国 に 協 力し な が ら 準 備 作 業 を 進 め まし た 。　
半 年 間 の 準 備 期 間 を 経

て 、 平 成

2 5年

1 0月 に 国 主 催

の 全 体 説 明 会 を 沿 線 の 各 市ご と に 市 長 出 席 の も と 開 催し 、 用 地 買 収 に 本 格 着 手 しま し た 。 そ の 後 、 用 地 測 量が 完 了 し た 区 間 か ら 順 次 、用 地 補 償 説 明 会 、 補 償 相 談会 を 開 催 し 、 契 約 会 と 個 別交 渉 に よ り 契 約 を 締 結 し て

い き ま し た 。　
私 は 、 用 地 事 務 の 受 託 体

制 を 整 え 、 東 関 東 自 動 車 道用 地 室 を 開 所 し て 一 年 で 異動 と な り ま し た が 、 土 地 開発 公 社 が 受 託 し た 用 地 国 債
8 0億 円 は 、 計

6 6回 の 説 明 会

と 個 別 交 渉 に よ り 、 平 成

2 7

年

1 1月 を も っ て 全 額 執 行 が

完 了 し ま し た 。 ５ ７ ６ 人 の方 々 と １ ０ ０ ヘ ク タ ー ル を超 え る 土 地 売 買 契 約 を 結び 、 受 託 期 間 ３ 年 に ４ カ 月を 残 し て 業 務 を 完 遂 さ せ るこ と が で き た の も 、 地 権 者の 皆 様 の ご 協 力 は も ち ろん 、 東 関 東 自 動 車 道 用 地 室の 皆 様 の 頑 張 り と 国 、 な らび に 県 、 そ し て 地 元 ３ 市 の関 係 者 の 熱 意 と 連 携 が 強 く働 い た 結 果 で あ る と 思 い ます 。　
現 地 で は 着 実 に 整 備 が 進

ん で お り 、 今 後 さ ら に 整 備が 進 む こ と で 、 県 と 鹿 行 地域 の 発 展 に 一 層 貢 献 さ れ るこ と が 期 待 さ れ ま す 。 こ の大 き な 事 業 の 一 端 を 担 わ せて い た だ い た こ と 、 大 変 光栄 で あ り 感 謝 し て お り ます 。

 

（ 島 津 就 子 ）

買 収 が 完 了 さ せ ら れ る か 多少 不 安 は あ り ま し た が 、 用地 補 償 説 明 会 、  補 償 相 談 会 、契 約 会 を 経 て 、 個 別 交 渉 へと 頑 張 っ て も ら っ た 結 果 、平 成

2 7年

1 1月 末 ま で に ５ ７

６ 人 の 方 々 と 契 約 を 結 び 、年 度 末 ま で ４ カ 月 を 残 し て業 務 を 完 遂 さ せ る こ と が でき ま し た 。  こ の こ と に よ り 、

の 算 定 ま で 、 国 が 実 施 す る作 業 に 土 地 開 発 公 社 も 積 極的 に 参 加 ・ 協 力 し ま し た 。　
さ ら に 、 用 地 交 渉 に お け

る 想 定 問 答 を 収 集 し 東 関 道水 戸 線 独 自 の 想 定 問 答 を 作成 し た り 、 国 か ら 提 供 さ れた 地 権 者 情 報 を あ ら か じ めデ ー タ ベ ー ス 化 し て お く など し て 、 交 渉 の 本 格 化 に 備え ま し た 。　
ま た 、 用 地 買 収 開 始 に 向

け て 地 元 へ の 入 り 方 や 今 後の ス ケ ジ ュ ー ル 等 に つ いて 、 国 、 県 、 地 元 ３ 市 お よび 土 地 開 発 公 社 が 一 堂 に 会し て 、 事 業 の 進 め 方 に 関 する 全 体 会 議 を 実 施 し ま した 。 も ち ろ ん 懇 親 会 も セ ット で す 。 こ の よ う な 全 体 会議 は 、 そ の 後 も 節 目 節 目 で開 催 さ れ 、 東 関 道 水 戸 線 の用 地 取 得 業 務 に 総 力 戦 で 臨む と い う 関 係 者 間 の 一 体 感が 醸 成 さ れ て 、 業 務 の 円 滑な 遂 行 に つ な が っ た の です 。　
受 託 初 年 度 は 、 区 間 全 線

の 用 地 測 量 が 完 了 し て い なか っ た た め 、 境 界 立 会 が 完了 し た 区 間 か ら 用 地 買 収 に

行 う も の で 、 本 社 （ 県 開 発公 社 ビ ル ７ 階 ） と 東 関 東 自動 車 道 用 地 室 で 事 務 を 分 担し ま し た 。 本 社 で は 国 と の協 定 等 の 締 結 や 補 償 金 支 払い 等 の 業 務 を 実 施 し 、 東 関東 自 動 車 道 用 地 室 で は 用 地交 渉 、 契 約 、 登 記 、 支 払 関係 書 類 の 作 成 等 を 行 い ま した 。　
東 関 東 自 動 車 道 用 地 室

は 、 用 地 事 務 研 修 会 や 勉 強会 、 国 の 業 務 へ の 協 力 、 説明 会 開 催 の 段 取 り な ど 、 用地 買 収 に 向 け た 準 備 作 業 で開 所 当 初 か ら 大 忙 し で した 。　
用 地 交 渉 業 務 を 円 滑 に 進

め る た め に は 、 公 社 職 員 が用 地 補 償 業 務 に 関 す る 幅 広い 知 識 を 身 に 着 け る 必 要 があ る こ と か ら 、 交 渉 の 進 め方 を は じ め 、 登 記 や 税 務 等に 関 す る 様 々 な 研 修 会 や 勉強 会 に 参 加 し 、 知 識 の 向 上を 図 り ま し た 。 ま た 、 用 地交 渉 に 先 立 ち 、 地 権 者 の 状況 を 十 分 に 理 解 し て お く 必要 が あ る こ と か ら 、 用 地 境界 立 会 か ら 用 地 測 量 、 土 地調 書 作 成 、 建 物 等 補 償 金 額

茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 開 発 公 社 理 事 長  ・  土 地 開 発 公 社 理 事 長 編 ⑥

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

石 川

　
博 章 （ い し か わ

　
ひ ろ あ き ）

　
１ ９ ６ １ 年 ５ 月 ４ 日 生 ま れ 、

6 3歳 。

8 5年 、 県

に 入 庁 。 都 市 施 設 課 に 配 属 と な る 。 そ の 後 は 常陸 太 田 工 事 事 務 所 長 、 都 市 計 画 課 長 、 高 萩 工 事事 務 所 長 な ど を 務 め 、 ２ ０ ２ ２ 年 に 定 年 を 迎 えた 。 現 在 は 大 日 本 ダ イ ヤ コ ン サ ル タ ン ト ㈱ に 勤め て い る 。

で も あ っ た 渡 邊 理 事 長 の 発想 で 、 開 発 公 社 施 設 の い こい の 村 涸 沼 内 の 「 ス ポ ー ツプ ラ ザ 」 を 改 修 し 、 活 用 する こ と に し た の で す 。　
人 事 課 へ の 組 織 要 求 で

は 、 要 求 通 り ３ 名 増 員 の 内示 を い た だ き ま し た 。 地 元３ 市 か ら も 職 員 派 遣 に こ ころ よ く 協 力 い た だ き 、 公 社職 員 ４ 名 、 市 職 員 ３ 名 の 計７ 名 に 、 登 記 嘱 託 員 １ 名 、臨 時 職 員 １ 名 を 配 置 し 、 平成

2 5年 ４ 月 に 東 関 東 自 動 車

道 用 地 室 を 開 所 し ま し た 。　
受 託 業 務 は 、 国 が 算 定 し

た 補 償 算 定 書 に 基 づ き 、 土地 開 発 公 社 が 用 地 交 渉 、 契約 締 結 、 登 記 申 請 、 補 償金 の 支 払 い 、 移 転 等 の 確認 、 税 務 証 明 書 の 作 成 等 を

茨 城 県 土 地 開 発 公 社 に つ い て
～ 北 関 東 自 動 車 道 、 東 関 東 自 動 車 道 の 用 地 取 得 に 貢 献 ～

月 に 設 立 さ れ ま し た 。 道 路や 河 川 、 公 園 な ど の 土 地 の取 得 、 造 成 、 管 理 や 処 分 など が 主 な 事 業 と な っ て お り

 関 係 職 員 を 派 遣 、  組 織 拡 充

水 戸 南

イ ンタ ー

　 か ら
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東 関 東 自 動 車 道 の 完 成 年 次を 大 幅 に 前 倒 し す る こ と がで き た と 思 い ま す 。　
改 め ま し て 、 職 員 の 皆 さ

ん 、 関 係 さ れ た 方 々 に 深 く感 謝 申 し 上 げ ま す 。 節 目 節目 で 、 関 係 者 全 員 で 情 報 交換 会 を 行 い 、 そ の 後 は 必 ず息 抜 き を し た の が 、 懐 か しく 思 い 出 さ れ ま す 。

▼ 東 関 東 自 動 車 道 の 用 地取 得 を 受 託

　
東 関 東 自 動 車 道 の 全 線 供 用 が 間 近 と な っ て い ま

す 。 長 い 年 月 が か か り ま し た が 、 茨 城 県 の ４ 本 の 高速 道 路 網 （ 常 磐 道 、 北 関 道 、 圏 央 道 、 東 関 道 ） が 、い よ い よ 完 成 す る の で す 。 こ の 連 載 も 残 り ２ 回 と なり ま し た 。 今 回 、 そ し て 次 回 は こ の 高 速 道 路 の 用 地取 得 に 大 き く 関 わ っ た 土 地 開 発 公 社 の 話 を し た い と思 い ま す 。

 

（ 弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載 ）
元 県 開 発 公 社 理 事 長

渡 邊 一 夫 氏 石 川 博 章 氏×
元 県 常 陸 大 宮 土 木 事 務 所 長

（ 当 時 ： 参 事 兼 公 共 用 地 室 長 ）

設 立 時 か ら 用 買 関 わ る

東 関 道

北 関 道

新 聞 連 載 し た
　 　 　

全

5 0回 収 録 2 0 2 3 年 （ 令 和 5 年 ）1 月 か ら シ リ ー ズ 化 し 、2 0 2 4 年 （ 令 和 6 年 ）1 2 月 を も っ て 、 全 5 0 回 の 新 聞 連 載 が 終 了 す る 「 茨

城 の 公 共 ・ 公 益 事 業 」 ～ 歴 史 を た ど り 、 後 世 に 残 す ～ が 、 ご 購 読 者 様 か ら の 好 評 に よ り 、 書 籍 化 を 決 定 。 年 明 け 1

月 、 い よ い よ 1 冊 の 本 と し て 、 発 行 致 し ま す 。 茨 城 県 の 土 木 行 政 に 深 く 携 わ り 、 数 え き れ な い ほ ど 多 く の 工 事 を

手 掛 け て き た 渡 邊 一 夫 さ ん （ 弊 社 顧 問 ） と 、 そ の 工 事 に 関 わ っ た 人 た ち が 語 る 思 い 出 深 い 工 事 、 そ の 経 緯 ・ 歴 史

を 記 録 と し て 残 し ま し た 。 公 共 事 業 の 推 進 に ロ マ ン を 抱 き 、 県 土 発 展 と 地 域 の 財 産 を 築 き 上 げ た 人 た ち の 壮

大 な 物 語 で す 。 ど う ぞ 、 手 に と っ て お 読 み く だ さ い 。

～ 歴 史 を た ど り 、 後 世 に 残 す ～
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